
 

ＢＯＤ（mg/㍑）
年 順位 河川名／都道府県名（水系名） 

平均値 75％値

荒川 ／福島 （阿武隈水系） 

姫川 ／新潟 （姫川水系） 

黒部川／富山（黒部川水系） 

荒川 ／新潟 （荒川水系） 

宮川 ／三重（宮川水系） 

平

成

２

０

年

１位

川辺川／熊本（球磨川水系） 

0.5 0.5 

尻別川／北海道（尻別川水系） 

沙流川／北海道（沙流川水系） 

荒川 ／福島（阿武隈川水系） 

黒部川／富山（黒部川水系） 

宮川 ／三重 （宮川水系） 

高津川／島根（高津川水系） 

平

成

１

９

年

１位

川辺川／熊本（球磨川水系） 

0.5 0.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＢＯＤ（mg/㍑） 
順位 河川名／都府県名

① H 9.10 ②H19.20 ③改善幅

1位 綾瀬川／埼・東 7.3 4.1 3.2 

2 位 大和川／大・奈 7.3 4.2 3.1 

3 位 鶴見川／神奈川 5.7 3.4 2.3 

4 位 関川 ／新潟 2.8 1.2 1.6 

5 位 重信川／愛媛 2.3 1.1 1.2 

6 位 笛吹川／山梨 2.1 1.1 1.0 

7 位 烏川 ／群馬 2.5 1.6 0.9 

7 位 狩野川／静岡 1.6 0.7 0.9 

 

ＢＯＤ（mg/㍑）
年 順位 河川名／都道府県名（水系名） 

平均値 75％値

1位 綾瀬川／埼・東（利根川水系） 3.9 4.5 

2 位 大和川／大・奈（大和川水系） 3.7 3.7 

3 位 猪名川／大・兵（淀川水系） 3.6 4.6 

4 位 中川 ／埼・東（利根川水系） 3.6 4.3 

平

成

２

０

年 5位 鶴見川／神奈川（鶴見川水系） 3.2 3.9 

1 位 大和川／大・奈（大和川水系） 4.7 5.5 

2 位 綾瀬川／埼・東（利根川水系） 4.2 4.6 

3 位 中川 ／埼・東（利根川水系） 3.8 3.9 

4 位 鶴見川／神奈川（鶴見川水系） 3.6 5.5 

平

成

１

９

年 5位 猪名川／大・兵（淀川水系） 3.3 3.9 

 

2 ヵ年平均ＢＯＤ値 過去 10 年間の水質改善状況（ベスト７） 

   

毎
年
、
国
土
交
通
省
が
調
査
し
て
い
る
、
全
国

一
級
河
川
の
水
質
検
査
の
結
果
が
、
７
月
３
１
日

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 従
来
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
供
給
量
※

４
Ｐ
「
水
の
話
」
参
照
）
の
ほ
か
に
、
平
成
１
７

年
か
ら
採
用
さ
れ
た
新
し
い
水
質
指
標
（
ゴ
ミ
の

量
・
透
明
度
・
川
底
の
感
触
・
水
の
に
お
い
）
も

取
り
入
れ
て
、
多
角
的
な
視
野
で
河
川
を
調
査
し

て
い
ま
す
。 

 

下
の
表
は
、
紙
面
の
都
合
で
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
数
値
を

基
準
に
し
て
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
水
質
指
標
で

も
、
同
様
の
順
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

さわやかさわやかシミ・ジャー通信 

2009,09,01   通巻 49号

９月号

発行 シミ・ジャー工業株式会社

シミ・ジャー通信 

〒340-0806 

埼玉県八潮市伊草２７６ 
ＴＥＬ048-997-5111 

ＦＡＸ048-997-5112 

info@4348.co.jp 

http://www.4348.co.jp 

２
０
０
８
年
度 

一
級
河
川 

全
国
ベ
ス
ト
＆
ワ
ー
ス
ト
発
表 

写真上／ベスト河川に評価された姫川河口（新潟県） 

写真上／ワースト河川１位の綾瀬川（埼玉県・東京都）ですが、 

過去１０年間の水質改善情況では１位に評価されています。

BOD 値の水質上位河川 （ベスト１） BOD 値の水質下位河川 （ワースト５） 

※表中の都道府県名は 埼＝埼玉 東＝東京 大＝大阪 

 奈＝奈良 兵＝兵庫 です。 

※ＢＯＤ項目の ①は平成  9 年と 10年の平均値 

 ②は平成19年と20年の平均値 ③は① - ② = 平均水質改善幅



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だ
け
で
す
。
（
そ
の
量
は
多
い
人
で
１
日
１
５
万
個
、
少

な
い
人
で
も
７
万
５
０
０
０
個
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
減

っ
た
細
胞
が
再
生
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

 

中
年
期
を
過
ぎ
る
と
容
積
で
年
間
２
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ず

つ
減
少
し
、
９
０
歳
く
ら
い
で
は
重
量
で
１
５
％
く
ら
い

減
少
し
ま
す
。 

 

脳
の
部
位
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
神
経
細
胞
数
が

３
０
〜
５
０
％
減
少
す
る
と
痴
呆
の
状
態
と
な
り
ま
す
。

 

と
く
に
記
憶
の
中
枢
と
考
え
ら
れ
て
い
る
海
馬
、
篇
桃

体
、
側
頭
葉
、
前
頭
葉
で
神
経
細
胞
の
減
少
、
樹
状
突
起

の
衰
退
が
あ
き
ら
か
な
の
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
す
。

 

最
近
、
脳
の
老
化
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
発
症
の
き

っ
か
け
と
し
て
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
カ
ル
シ
ウ
ム
調
節

機
構
の
破
綻
説
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

     

脳
の
発
達
は
、
お
母
さ
ん
の
体
内
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

母
体
か
ら
胎
盤
を
と
お
し
て
運
ば
れ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、

こ
の
脳
細
胞
の
形
成
、
分
化
、
発
育
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。 

 

脳
の
発
達
は
、
胎
児
期
、
乳
児
期
で
は
体
重
の
増
加
に

左
右
さ
れ
、
ま
た
全
身
カ
ル
シ
ウ
ム
量
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

神
経
細
胞
は
、
細
胞
体
（
さ
い
ぼ
う
た
い
）
、
軸
索
（
じ

く
さ
く
）
樹
状
突
起
（
じ
ゅ
じ
ょ
う
と
っ
き
）
か
ら
な
り
、

出
生
時
の
脳
は
神
経
細
胞
体
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
１
年

後
に
は
大
脳
容
積
の
９
５
％
は
樹
状
突
起
に
な
り
ま
す
。

 

生
後
２
〜
３
年
で
、
大
脳
皮
質
の
形
成
が
急
速
に
す
す

み
、
こ
の
成
長
は
５
〜
６
歳
で
完
了
し
ま
す
。  

 

そ
の
後
、
細
胞
数
は
６
０
〜
７
０
歳
ま
で
大
き
な
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
シ
ナ
プ
ス
結
合
の
増
強
と
記
憶
神
経

回
路
は
、
生
涯
を
と
お
し
て
学
習
効
果
に
よ
り
維
持
さ
れ

ま
す
。
（
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う
。） 

 

脳
の
重
量
は
、
思
春
期
後
（
男
性
１
４
０
０
ｇ
、
女
性

１
３
５
０
ｇ
）
と
な
り
ま
す
が
、
あ
と
は
減
少
し
て
い
く

 

 

カ
ル
シ
ウ
ム
の
話 

Ｖ
Ｏ
Ｌ 

９ 

脳
の
発
達
・
維
持
と
カ
ル
シ
ウ
ム 

視床下部 
脳下垂体 

核 

細
胞
体 

樹
状
突
起 

ミ
エ
リ
ン
鞘 

シ
ナ
プ
ス 

軸
索 

大脳 

脳梁 

視床 

前頭葉 

橋 

延髄 

脳幹 

頭頂葉 

後頭葉 

小脳 

■主食 

ごはん・パン・麺 

■副菜 

やさい・きのこ 

いも・海草料理 

■主菜 

肉・魚・卵・大豆料理 

から３品程度 

■乳製品 

■果物 

食事のバランスをコマでチェック 

運動 
水 

【厚生労働省資料から】 

※日本人には、ご飯などの主食が最も多め、 

次に野菜、魚や肉などおかずは少しという 

比率が、最も推奨される栄養バランスです。 

脳各部の名称 

カ
ル
シ
ウ
ム
調
節
機
構
の
破
綻
説
と
は
、
ス
ト
レ
ス
に

よ
り
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
過
剰
分
泌
状
態
が
つ
づ
き
、

脳
内
神
経
細
胞
の
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
濃
度
を
感
受
す
る

受
容
体
（
カ
ル
シ
ウ
ム
セ
ン
サ
ー
）
に
異
常
が
お
き
る
の

で
す
。  

 

正
常
な
細
胞
内
外
の
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
濃
度
比
率
は

１
対
１
万
で
す
。
神
経
細
胞
膜
の
カ
ル
シ
ウ
ム
セ
ン
サ
ー

が
細
胞
外
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
を
感
知
し
、
そ
の
情
報
を
細

胞
内
に
伝
え
、
正
常
な
比
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
年
を
か
さ
ね
る
と
と
も
に
、
脳
内
神
経
細
胞

は
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
で
、
細
胞
外
カ
ル
シ
ウ
ム

の
細
胞
内
へ
の
流
入
が
増
加
し
て
、
神
経
細
胞
の
変
性
や

死
を
招
き
ま
す
。
と
く
に
海
馬
に
存
在
す
る
神
経
細
胞
は
、

こ
の
変
化
を
受
け
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。  

 

脳
の
老
化
防
止
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
ふ
く
め
た
栄
養
の 

バ
ラ
ン
ス
、
心
身
の
鍛
練
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
が
必
要
な

の
で
す
。 

 

神経細胞 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

木
曽
川
沿
い
に
飛
騨
木
曽
川
国
定
公
園
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
犬
山
城
か
ら
可
児
川
（
か
に
が
わ
）
の
合
流
地

点
に
至
る
峡
谷
は
、
風
景
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
部
を
流
れ
る

ラ
イ
ン
川
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
日
本
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。 

 

全
長
１
３
ｋ
ｍ
に
わ
た
っ
て
（
美
濃
太
田
か
ら
犬
山
橋

下
ま
で
）
渓
流
の
美
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
約
１
時
間

半
の
川
下
り
遊
覧
「
日
本
ラ
イ
ン
下
り
」
が
で
き
ま
す
。

急
流
、
河
床
、
河
岸
が
特
異
な
風
景
を
つ
く
る
、
風
光
明

媚
な
景
色
は
、
日
本
八
景
河
川
の
部
で
第
１
位
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
。 

 

【
地
元
の
取
り
組
み
】 

年
２
回
の
水
質
調
査
と
、 

地
元
小
学
校
が
木
曽
川
の
調
査
等 

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

  

 

今
か
ら
８
，
５
０
０
年
前
の
富
士
山
の
爆
発
は
、
大
量

の
溶
岩
を
噴
出
し
ま
し
た
。
こ
の
溶
岩
（
三
島
溶
岩
流
）

は
多
孔
質
で
水
を
通
し
や
す
い
性
質
で
、
柿
田
川
上
流
部

ま
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
富
士
火
山
の
表
層
は
水
を
通

し
に
く
い
た
め
、
富
士
山
や
御
殿
場
地
方
に
降
っ
た
雨
や

雪
は
地
下
水
と
な
っ
て
流
下
し
、
柿
田
川
で
地
表
に
湧
水

と
な
っ
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

狩
野
川
水
系
柿
田
川
は
一
日
百
万
ト
ン
の
水
量
を
誇
る

東
洋
一
の
湧
水
を
水
源
に
、
日
本
最
短
の
一
級
河
川
（
１
，

２
０
０
ｍ
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
地
元
の
取
り
組
み
】 

「
柿
田
川
湧
水
保
全
の
会
」
の
清
掃 

活
動
や
、
「
柿
田
川
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
」 

の
活
動
、
「
柿
田
川
・
東
富
士
の 

湧
水
を
守
る
連
絡
会
」
に
よ
る
富
士
山
へ 

の
植
樹
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

   

鈴
鹿
山
脈
の
ふ
も
と
、
隣
接
す
る
隣
の
菰
野
（
こ
も
の
）

町
・
神
森
の
蟹
池
を
水
源
と
す
る
、
全
長
１
，
７
８
４
ｍ
、

幅
１
〜
２
ｍ
の
用
水
路
で
す
。 

 

水
不
足
に
悩
ん
だ
江
戸
時
代
に
石
樋
を
埋
め
て
水
を
引

い
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

以
来
、
水
の
恩
恵
を
受
け
た
人
々
は
用
水
で
は
な
く
人

と
作
物
を
養
う
水
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
「
養
水
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

【
地
元
の
取
り
組
み
】 

 

昭
和
４
７
年
以
降
、
地
元
子
供
会
が
鯉
の
放
流
を
続
け

た
結
果
、
「
鯉
の
住
む
街
」
と
し
て
話
題
を
集
め
る
よ
う

に
な
り
、
養
水
美
化
運
動
も
地
域
に
し
っ
か
り
と
根
づ
い

て
き
ま
し
た
。 

地
元
自
治
会
で
は
、 

水
路
を
定
期
的
に
清
掃
、 

巡
回
し
て
い
ま
す
。 

木
曽
川

き

そ

が

わ

（中
流
域
） 

愛
知
県
／
犬
山
市

い

ぬ

や

ま

し

〜
可
児

か

に

川が
わ

合
流
点

ご
う
り
ゅ
う
て
ん 

智
積

ち
し
ゃ
く

養 よ
う

水す
い 

三
重
県
／
四
日
市
市

よ

っ

か

い

ち

し 

智
積

ち
し
ゃ
く

町
ち
ょ
う 

名水百選

 ０５０ 

柿 か
き

田
川

た

が

わ

湧
水
群

ゆ
う
す
い
ぐ
ん  

 

静
岡
県
／
駿
東
郡

す
ん
と
う
ぐ
ん 

清
水
町

し
み
ず
ち
ょ
う 

名水百選

 ０４８ 

名水百選

 ０４９ 

■交通 

／近鉄湯の山線「桜駅」下車⇒徒歩3分 

■交通／JR東海道線「三島駅」下車⇒バス（沼

商・藤井原行き（サントムーン経由））柿田川

湧水公園前下車徒歩1分 

■車／東名自動車道沼津 IC⇒国道 1 号に合流

し三島方面へ（約15分） 

■交通／名古屋鉄道「犬山遊園駅」下車⇒徒歩 3

分（日本ライン下り乗り場） 

■車／東名自動車道小牧 IC⇒国道41号線を北上

し「五郎丸」交差点を北へ曲がり、10 分程走行

すると「犬山橋」に到着。（犬山橋から上流約15Km

までの間が、名水百選の木曽川中流域になります 

※
「
名
水
百
選
」
は
選
定
か
ら
２
３
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
た
め
、
周
辺
の
状
況
が
変
化
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
飲
用
に
適
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

昨
年
「
平
成
の
名
水
百
選
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 



ま
す
。
こ
ち
ら
は
湖
沼
や
海
の
水
質
基
準
に
使
わ
れ
ま
す
。

 

Ｂ
Ｏ
Ｄ
・
Ｃ
Ｏ
Ｄ
と
も
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
水
質
が
良

く
、
単
位
は
ｍ
ｇ
／
㍑
で
あ
ら
わ
し
ま
す
。 

 

淡
水
魚
が
棲
め
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
数
値
は
イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ

が
２
以
下
、
サ
ケ
科
の
魚
・
ア
ユ
が
３
以
下
、
コ
イ
・
フ

ナ
が
５
以
下
、
こ
れ
以
上
で
は
魚
は
棲
め
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

        

そ
れ
で
は
、
使
用
後
の
て
ん
ぷ
ら
油
０
．
５
㍑
を
捨
て

た
場
合
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

使
用
後
の
て
ん
ぷ
ら
油
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

は
１
６
８
０
０
０
０
ｍ
ｇ
／
㍑
で
す
。

こ
れ
を
コ
イ
・
フ
ナ
が
棲
め
る
５
ｍ

ｇ
／
Ｌ
以
下
に
す
る
た
め
に
、
ど
の

く
ら
い
の
水
が
必
要
に
な
る
か
計
算

し
て
み
ま
す
。（
上
の
計
算
を
参
照
） 

 

コ
イ
・
フ
ナ
が
棲
め
る
水
に
す
る

に
は
、
１
６
８
０
０
０
㍑
、
ド
ラ
ム

缶
８
４
０
本
分
の
水
が
必
要
な
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。 

 

一
度
汚
し
て
し
ま
っ
た
水
を
元
に

戻
す
こ
と
が
、
い
か
に
大
変
な
こ
と

な
の
か
が
、
こ
れ
で
よ
く
わ
か
り
ま

す
。 

 
 

                  
 

 

私
た
ち
は
大
き
な
水
の
循
環
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。 

す
べ
て
の
生
命
は
、
水
の
通
り
道
と
し
て
直
接
の
関
わ
り

を
持
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
水
の
環
境
を
き
れ
い
な
ま
ま
、
未
来
に
残
す
た
め

に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
努
力
が
必
要
で
す
。
水
を
守
る

た
め
に
、
家
庭
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

水
質
の
汚
濁
を
表
す
数
値
と
し
て
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学

的
酸
素
要
求
量
）
・
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
が

あ
り
ま
す
。 

 

Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
水
の
中
の
有
機
物
（
汚
れ
の
原
因
）
を
微
生

物
が
分
解
す
る
の
に
必
要
な
酸
素
の
量
を
表
し
、
河
川
の

水
質
基
準
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。 

 

検
査
す
る
水
を
５
日
間
、
２
０
℃
の
暗
所
で
培
養
し
た

と
き
、
微
生
物
が
有
機
物
を
分
解
し
て
、
水
質
を
安
定
化

さ
せ
る
た
め
に
消
費
す
る
酸
素
量
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
微
生
物
の
代
わ
り
に
酸
化
剤
を
使
っ
て
、
水

中
の
有
機
質
を
酸
化
す
る
の
に
必
要
な
酸
素
の
量
を
表
し

水の話 ＶＯＬ １２ 

今回はＢＯＤと水の浄化について紹介します。 

魚魚
がが
棲棲
めめ
るる
水水
にに
すす
るる
にに
はは  

魚が棲めるＢＯＤ 

イワナ・ヤマメ 

２以下（ｍｇ／㍑）

アユ・サケ 

３以下（ｍｇ／㍑）

コイ・フナ 

５以下（ｍｇ／㍑）

 

これを捨てたら魚がすめる水質（ＢＯＤ５mg／㍑以下）にするには

ドラム缶（２００㍑）何杯分の水が必要になるでしょう。 

 捨てる量 

 

※汚れの量 

（ＢＯＤ）ｍｇ/㍑

ドラム缶

約何本分

天ぷら油  使用後 ５００ｍL １,６８０,０００ ８４０ 

おでんの汁 ５００ｍL １００,０００ ５０

マヨネ－ズ 大さじ一杯 １５ｍL １,３００,０００ １９.５ 

牛乳コップ １杯 ２００ｍL ７８,０００ １５.６

ビ－ル   コップ１杯 １８０ｍL ８５,０００ １５.３

みそ汁   お椀１杯 ２００ｍL ３７,０００ ７.４

米のとぎ汁（１回目）  ５００ｍL １２,０００ ６

醤油    大さじ１杯 １５ｍL １５０,０００ ２.3

中濃ソ－ス 大さじ１杯 １５ｍL １３４,０００ ２

シャンプ－ １回分 ４.５ｍL ２２,５００ １

台所用洗剤 １回分 ４.５ｍL ２２,５００ １

※各ＢＯＤは資料によって若干数値が違います。表の数字は東京都水道局と 

浄化槽関係団体などの資料をもとに作成しています。 

1,680,000mg/㍑.（てんぷら油のBOD） × 0.5 ㍑ 
（捨てた原液の量）５mg/㍑（魚が住める上限のBOD） 

＝168,000㍑ 

（必要な水の量） 

÷ 200㍑ 

（ドラム缶の容量） 

＝ ８４０本 

（ドラム缶に換算） 

そ
し
て
、
何
よ
り
も 

ム
ダ
な
水
は
、使
わ
な
い
こ
と
で
す
。 

■
で
き
る
だ
け
細
か
い
生
ゴ
ミ
で
も
流
さ
な
い
。 

■
汚
れ
の
原
因
に
な
る
液
体
は
流
さ
な
い
。 

■
ス
ー
プ
・
味
噌
汁
・
飲
み
物
は
余
計
に
つ
く
ら
な
い
。 

■
汚
れ
の
付
い
た
食
器
な
ど
は
紙
で
拭
い
て
か
ら
洗
う
。 

■
洗
剤
は
無
リ
ン
、
界
面
活
性
剤
の
少
な
い
も
の
を
使
う
。 


